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―特別企画展「運ぶ道具」開催中― 
 

運搬具は大きく分けて人力運搬、畜力運搬、自然力運搬、それに動力運搬に分類できます。これは運搬の主体に

よる分け方ですが、畜力運搬は牛や馬に荷を乗せあるいは荷車を引かせる方法、自然力運搬は風や水といった自然

の力を利用して運搬する方法、動力運搬は自動車や列車のように動力を使って運ぶ方法、そして人が体を使って運

ぶ人力運搬です。人の体で運ぶ人力運搬は、さらに数種類に分類できます。すなわち、①頭上運搬、②肩担い運搬、

③背負い運搬、④腰さげ運搬、⑤手さげ・抱え運搬、などです。 

 

 

 

 

 

 

①：頭上運搬    ②：肩担い運搬   ③：背負い運搬   ④：腰さげ運搬 ⑤：手さげ・抱え運搬 

 

今回の特別企画展では運搬具を、かつぐ道具・せおう道具・もつ（さげる）道具・ひく（おす）道具・そしてそ

のほかの運搬具に分類し、それに畜力運搬の際に使う荷鞍などの道具を併せて展示しました。道具の機能的な意味

や、運搬具をとおして、そこに見え隠れする労働の苦労や、当時の人々のくらしぶりを考えていただければと思い

ます。 

 

展 示紹介 

 

 

 

 

 

 

 

史跡・文化財めぐり「歴史の街道散歩」（６月28日）報告 

～鹿角街道～ 

今年度の第１回目の史跡・文化財めぐりは、盛岡市から鹿角市に至る鹿角街道で行われ

ました。絶好の日和に恵まれ、参加しがいのある見学会となりました。さらに、今回は「よ

ねしろ新報」の取材があり、その内容は６月29日に掲載されました。 

恩徳寺戊辰の役戦死者の墓 

体験学習「土人形の絵付け」（７月29日）報告 

毎年、民俗資料館では体験学習を

行っています。今年度は「土人形の絵

付け」を行いました。参加者は、実物

の土人形を観察し、思い思いのデザ

インの絵付けを苦労しながら行いま

した。 

 

 

 

 

 

作品の一部 

〈土人形の絵付けの感想より〉 

○ 小学１年 男児 おもしろかったです。もう一度やりたいです。 

○ 小学２年 女児 体を黒じゃなくて茶色の方がいいと思いました。 

○ 小学２年 女児 かわいく作れて良かったです。 

箱ゾリ 

冬の重要な運搬具であり、乳

母車同様、子供を乗せたり、野

菜を積んで運んだりしていま

いした。 

手モッコ 

ワラ縄などを編んで作った網

状の道具で、この手モッコは堆肥

を運ぶために使われました。 



 

盛岡市所在指定文化財

紹介 ⑧ 

盛岡市指定文化財 

時鐘
じしょう

 

昭和42年(1967) 

６月24日指定 

盛岡市 

 

盛岡城下の時鐘は、江戸

時代２か所にありました。

１つは、城下外郭東部にあ

たる河南地区の十三日町

（現在の中央通二丁目付近）、もう１つは、北西部にあ

たる河北地区の三戸町（現在の中央通三丁目付近）です。

現在盛岡市有形文化財として指定されているのは、「日

影門外時鐘」と称した三戸町の時鐘にあたります。 

この時鐘は、４代盛岡藩主南部重信の子、行信の発願

で延宝７年(1679)11月に設置されました。 

鐘銘は、聖壽禅寺大道和尚の作で、鋳物師小泉五郎八

が鋳造したものと伝えられています。鐘の大きさは、竜

頭まで６尺７寸（2.03ｍ）、惣廻り１丈2斤５寸（3.79ｍ）、

指し渡し４尺（1.21ｍ）、輪口の厚さ５寸（0.15ｍ）、重

量959貫100匁（3,597㎏）です。 

明治維新後に、盛岡城跡の内堀、鶴ヶ池わき下曲輪の

土塁上の現在地に移転されました。その後、昭和30年

(1955)頃まで盛岡の人々に時刻を知らせ、生活のしるべ

として親しまれていました。現在は、「時の記念日」と、

元旦の除夜の鐘として年２回、関係者や市民の方々によ

り鐘の音が復活しています。 

引用資料/ 

ウェブもりおか 指定文化財 時鐘 

 

行事予定 

史跡・文化財めぐり 

「歴史の街道散歩」（９月29日） 

～稲荷街道～ 

今年度の第２回目の史跡・文化財めぐりは、稲荷街

道を巡ります。稲荷街道は盛岡藩13代藩主南部利済が

天保５年(1834)に志和稲荷神社参詣のために日光街道

を模して整備した街道です。道筋は川久保一里塚を起

点とし、現在の矢巾町赤林～広宮沢～紫波町上松本を

経由して志和稲荷神社に至る約16㎞の行程です。 

この史跡・文化財めぐりの報告は次号で行う予定で

す。 

 

 

昔の暮らしを見つめてみよう 

－学校や地域活動団体などへ－ 

農具･民具を貸出します！ 
 当資料館の、数多 

くの民俗資料を学校 

や子ども会、地域活 

動などの場に広く役 

立てていただくため 

に、所蔵資料の一部 

を貸出しします。 

長い歳月のあいだ 

使い込まれてきた資 

料一つ一つにはその     資料が身近になると 

家々の暮らしぶりや     いろいろなことがみえてくる 

手づくりの道具に対 

する使い手の愛着が見え、手にとってはじめて知ること

がとてもたくさんあるものです。 

資料の借受を希望する場合は、当館にご連絡下さい。 

 

①対象 

盛岡市内の小学校・中学校、地区子ども会、町内

会、老人クラブ、その他教育福祉施設等で郷土の資

料を取り入れた学習や活動を実施しようとする団体

等 

②貸出する資料 

例）米づくりなどの農耕具 

   炊事などの生活用具、 

   糸車などの生産用具など 

   衣類・履物類 

 貸出し資料リストがありますので、本館にお問

い合わせ下さい。 

 ③貸出しの条件 

   貸出しにかかるきまり（貸出し期限・運搬方法・

取扱い方法など）の遵守 

 ④申し込み方法 

   資料館へ直接お問い合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料は語る  ⑧人力
じんりき

刈取機
かりとりき

          資料館の収蔵資料をひとつ取り上げて紹介します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人力刈取機                              人力刈取機のしくみ 

 

稲刈りには古くから鎌が使われてきましたが、手刈作業は腰を曲げた姿勢で行う重労働であり、それが農民の健康

を損なう原因にもなることが指摘されるようになりました。 

この人力刈取機は、前に押すことによって、ハサミ状の２枚の刃が稲株を根元から切断し、腰を曲げないで刈り取

ることができます。昭和30年代後期ごろまで使用されました。 
 

引用資料／ 田原虎次 ｢稲作における農機具の変遷｣ 農林水産技術会議事務局 1990 

 

と
な
ん
の
昔

む
か
し

ば
な
し
⑧ 

『
舟
っ
こ
流
し
（
ふ
ね
っ
こ
な
が
し
）』 

盆
の
十
六
日
の
宵
（
よ
い
）
、
明
治
橋
附
近
で
行
わ
れ
る
「
舟
っ
こ
流
し
」
は
盛
岡
の
名
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
舟
っ
こ
流
し
」
の
由
来
は
津
志
田
が
発
祥
の
地
な
の
で
す
。 

文
化
年
間
に
津
志
田
が
遊
郭
（
ゆ
う
か
く
）
と
し
て
繁
昌
（
は
ん
じ
ょ
う
）
し
て
い
た
頃
、
「
松
前
屋
」
の
遊
女
（
ゆ
う

じ
ょ
）
「
小
時
（
こ
と
き
）
」
は
こ
と
の
ほ
か
美
人
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
な
売
れ
っ
子
で
し
た
。
あ
る
年
の
お
盆
の
十
五

日
、
小
時
は
馴
染
（
な
じ
み
）
の
客
に
誘
（
さ
そ
）
わ
れ
て
盛
岡
城
下
の
見
物
に
で
か
け
ま
し
た
。
そ
の
日
、
遅
く
な
っ
た

の
で
、
小
時
は
川
原
町
の
舟
宿
に
泊
っ
て
朝
早
く
舟
橋
を
渡
っ
て
津
志
田
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
方

（
あ
け
が
た
）
か
ら
降
り
だ
し
た
大
雨
に
、
北
上
川
は
み
る
み
る
う
ち
に
増
水
し
、
小
時
は
帰
る
に
帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
増
水
の
た
め
舟
橋
は
と
り
は
ず
さ
れ
て
渡
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

次
の
日
も
次
の
日
も
降
り
止
ま
な
い
大
雨
は
つ
い
に
盛
岡
城
下
を
水
浸
し
に
し
て
し
ま
い
、
人
々
は
不
安
に
お
の
の
い
て

い
ま
し
た
。
五
日
間
も
降
り
続
い
た
雨
が
よ
う
や
く
止
ん
で
、
水
は
少
し
ず
つ
引
い
た
も
の
の
、
舟
橋
は
い
つ
か
け
ら
れ
る

か
ま
っ
た
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
早
く
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
小
時
は
心
を
痛
め
て
い
ま
し
た
が
、
と
う

と
う
た
耐
え
き
れ
ず
、
小
舟
を
雇
（
や
と
）
っ
て
濁
流
（
だ
く
り
ゅ
う
）
を
渡
り
津
志
田
に
帰
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
渦
ま
く
激
流
に
は
櫓
（
ろ
）
を
さ
ば
き
慣
れ
た
船
頭
も
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
舟
は
川
の
中
ほ
ど
で
転
覆
（
て
ん
ぷ

く
）
、
哀
（
あ
わ
）
れ
に
も
小
時
は
北
上
川
の
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
明
治
橋
や
北
上
川
辺
や
津
志
田
街
道
に
夜
な
夜
な
亡
霊
（
ぼ
う
れ
い
）
が
で
て
人
々
を
悩
ま
す
と
か
、
青
白
い

鬼
火
（
お
に
び
）
が
舟
橋
か
ら
津
志
田
の
方
へ
飛
ん
で
い
っ
た
と
か
噂
（
う
わ
さ
）
が
た
ち
、
こ
れ
は
き
っ
と
、
生
き
て
帰

れ
な
か
っ
た
小
時
の
亡
霊
に
ち
が
い
な
い
と
、
話
は
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

そ
の
う
ち
に
、
津
志
田
の
遊
郭
の
人
々
や
ゆ
か
り
の
あ
っ
た
人
た
ち
で
、
哀
れ
に
も
水
中
に
没
し
た
ま
ま
の
小
時
の
霊

（
れ
い
）
を
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
る
た
め
に
川
施
餓
鬼
（
か
わ
せ
が
き
・
川
で
の
溺
死
者
な
ど
の
霊
を
供
養
す
る
こ
と
）
を
し

て
あ
げ
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

翌
の
盆
の
十
六
日
、
美
し
く
飾
ら
れ
た
舟
が
た
く
さ
ん
の
読
経
（
ど
き
ょ
う
）
の
中
を
北
上
川
に
く
り
だ
さ
れ
、
「
舟
っ

こ
流
し
」
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
至
る
所
か
ら
何
千
人
と
い
う
見
物
人
が
押
し
か
け
、
河
川
は
た
く
さ
ん
の
人
で
う
ま

っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
舟
っ
子
流
し
は
、
そ
れ
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
今
も
な
お
明
治
橋
で
行
わ

れ
て
い
る
「
舟
っ
こ
流
し
」
の
由
来
で
す
。
（
終
） 

 

■ 

出
典
『
と
な
ん
の
民
話
』
（
都
南
歴
史
民
俗
資
料
館
） 


